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日本の海岸線は長い間人々の関心の外に置かれてきた。その結果、砂浜 とマツ林で構成 される 「白

砂青松」の風景こそが日本の 自然海岸の姿、 という刷 り込みがなされ、結果、砂浜の背後で失われて

きた多 くのものに気付 くことができなかった。 しか し、石狩海岸は日本の多 くの海岸で失われた後背

地 まで 自然状態で残されている貴重な自然海岸である。 しか も、札幌のような大都市近郊にあ りなが

ら、本来の砂浜海岸の姿 を有する海岸は 日本全国、他では見られない環境である。残念ながら、 日本

の海岸環境に対する意識の低 さを反映 し、石狩海岸は現状では特に保護の網はかけられておらず、そ

の環境はレク リエーション利用や開発、海岸侵食 により失われる一方である。多 くの人々が日本の砂

浜海岸の現状 を正確に認識 し、その保全に向けた話 し合いを始めるべき時が きたといえる。

難 はじめに
四方 を海で囲 まれた島国である日本 は、国土面

積 こそ小 さい(注1)ものの北方 四島や尖 閣諸 島等 を

含 めれ ばその海岸 線延 長 は約35,000kmと 長大

で、世界の国々 と比較 して も第6位 の長 さとな る

(CIA,2009)(注2)。 海岸線 のす ぐ後 ろまで山が迫 る

国土狭小 な島国であ り、平地 の少 ない 日本 におい

ては、陸 と海 の境界 である海岸地域 の平地帯 は生

活 ・産業 ・流通 の場 として古 くか ら身近 で重要 な

場所で あった。一 方、奈良や京都 に住 む当時 の権

力者 に とって海 はあ こがれの場で もあった。多 く

の 日本庭 園が海 の風景 をモチー フに作庭 されてい

るが、 これ は神仙思想や宗教的意味合 いだけでな

く、当時の人 々の海 に対す る関心が高かった こと

が伺 える(重 森,1969;野 本,1990)(写 真1)。

また、地質学者 の脇水(1943)は 我 が国の海岸風

景 にす ぐれた ものが多い こ とが、 日本風景 の最大

の特色 であ ると述べ てい る。

しか し、現在 の海岸の状況 は万葉 の時代 に人々

が憧 れた海岸 とはほ ど遠 く、大規模 な港湾建設や

埋 め立 て、護岸工事 によ り日本 の自然海岸 は こと

写真1楽 山居(石 狩市弁天歴史公園内)の 海を模

した日本庭園。白い砂 は海を、石組みは島

を意味する

ご とく開発 されてきた。近年で は、オフロー ド車

の普及 か ら車 両 の走 行 に よ る海 浜植 物群 落 の破

壊 、 コアジサシ営巣地の撹乱、アカウ ミガメ産卵

地 の撹乱 といった生態系への影響 も指摘 され、海

岸環境 は悪化 の一・途 をた どっている。気づ けば、

日常生活 か ら人 と海が切 り離 されて しまい、 日常

的 に海岸 に接す る機会が失われて きた。思 い浮か

注1CIATheWorldFactbook(2009)で1ま 世 界 第61位 の 国 土 面 積 と され て い る 。

注2CIATheWorldFactbook(2009)で1ま 日本 の 海 岸 線 延 長 は29,751kmと さ れ て い る 。
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べてみ ると、思 いのほか海岸 に対 す る印象が薄 い

ことに驚 かれ るか もしれ ない。世界 的に見 て もこ

れだ け長 い海岸線 を有 し、 ほ とん どの人が沿岸地

域 に居住 してい るに もかかわ らず、 日常生活 の中

で海 と触 れ る機会 は港や堤防、あ るいは海水浴場

くらいであ ろう。学生 に自然海岸 のイメージを聞

いてみる と、驚 くほ どその構成要素が乏 し く、砂

浜 と海、 あ とは船 や人が 出て くる程 度であ る。特

に砂浜か ら海 を望 む景観構成が多 く、背後 の陸域

に対す るイ メー ジ想起 はほ とん ど見 られない。総

理府広報室(2001)に よる と、海辺のイメージ と

して 「自然 の ままの砂浜(白 砂青松(注3))」を挙 げた

者 の割合が64.3%と 最 も高いが、実際 は自然状態

の砂 浜海岸 の割合 は海 岸線総 延長 の わず か11%

(環境庁,1998)で あ り、イメージ と現実 との乖離

が浮 き彫 りとなった。多 くの 日本人が思 い描 く白

砂青松 の砂浜海岸 は、その多 くが海岸侵食や護岸

工事 で失 われ実際 はほ とん ど身近 には残 されてい

ない。つ まり、失われた こ とす ら気付か ないほど

関心 が薄 れ て きて い る とい うこ とで あ る(写 真

2)。

西田(2001)は こうした海岸環境 に対す る関心

の低下 を 「海岸景へ のまなざしの喪失(風 景観の

喪失)」と表現 し、瀬戸 内海 を例 に近代 における「白

砂青松」や 「長汀曲浦(注4)」とい った風景 の類型化

に伴 う風景観 の喪失が海岸景の軽視 につなが って

いた ことを指摘 している。三溝 ほか(1997)の 海

写真2典 型的な白砂青松の砂浜海岸

(京都府天橋立)

瓢

浜の原風景 に関する研究では、かつては白砂青

松 ・長汀曲浦 といった自然海岸の風景が原風景 と

して想起 される傾向にあったが、団塊の世代を境

に、より若い世代では港や堤防 ・消波ブロックの

ある風景が原風景 となってしまっているとの こと

である。

このような風景観の喪失が人々の海岸に対する

関心を低 くし、結果 として間接的に開発行為を助

長し、現在の海岸環境の荒廃を招いていると考え

られる。この傾向は本特集のテーマである石狩海

岸をはじめ、日本の砂浜海岸において顕著に見 ら

れる。本稿では、はじめに我が国における砂浜海

岸の現状について解説 し、国内において石狩海岸

が特筆すべき環境 を有する海岸であることを紹介

したい。

垂 日本の海岸の現状
石狩海岸 の現状 を説 明す る前 に、海岸(特 に砂

浜海岸)と は どの ような特徴が あるのか、 日本 の

海岸線 の現状 を踏 まえて解説 したい。環境省 の定

義 によれば、海岸 は 「低潮線(注5)」と 「通常大浪の

限界線(注6)」の間 と定義 され、その状態 に応 じて海

岸線 は大 き く自然海岸 ・半 自然海岸 ・人工海岸の

3つ に分類 される(図1)。 すなわち、 自然海岸 と

は海岸 な らび に沖合 に人 工構造物(潜 堤(注7)を除

く)が ない海岸 の こと、半 自然海岸 とは海岸 の一一

部 に人工構造 物が あ るが、潮 間帯(注8)は自然 で あ

る海岸の こ と、人工海岸 とは海岸が埋立 や干拓等

によ り人工的 に造 られた海岸の こ とであ る。 さ ら

に細か く見 る と、 自然海岸 および半 自然海岸 はそ

の形態 によ り泥浜 ・砂浜 ・礫浜 ・磯 浜 ・海蝕崖 に

分類:され る。

海岸線 の構成比 を比較 す ると、 日本の海岸 は自

然 が 減 った といわ れ て い る(実 際1993年 か ら

1998年 の間 に自然海岸延長が366km減 少 してい

る(環 境庁,1998))が 、 なお52.6%の 海岸が 自然

海岸であ ることがわか る(図2)。 これに対 し、比

較的 自然 が豊 か といわれ る北海道 では、56.2%の

海岸が 自然海岸で あった。意外 にも数字上 は、全

国 と比較 して北海道 の自然海岸 はそれほ ど多 く残
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白砂青 松(は くしゃせ い しょ う):砂 浜 の 白 とマ ツの青(緑)の 対比 を愛で る風光 明媚 な砂 浜海 岸 の代名 詞。 明 治

時 代 に普及 定着(西 田,2001)。

長 汀 曲浦(ち ょうてい き ょ くほ):岬 と岬 に囲 まれ、 長 く湾 曲 した砂 浜 海岸 を表 す。 明治後 期 に は白砂 青松 と同 じ

くらい頻繁 に用 い られ てい た。

低 潮線:干 潮時 に これ以 上低 くな らない とされ る潮 位時 の海 岸線 。

大 浪 の限界 線:荒 天 時 に波 の影響 を受 ける範 囲の 陸域 限界線 。

潜 堤:堤 体 が水 面下 に没 した消 波構造 物。 堤体 が水 面上 に出 る離 岸堤 の場 合 は半 自然海 岸 とな る。

潮 間 帯:海 岸 に おい て、高潮 線(満 潮 時 の潮位 線)と 低 潮線(干 潮 時の潮 位線)の 間 の、潮 の干 潮 に よ り露 出 と

水没 を繰 り返 す場所 。 図1参 照 。
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自然海岸=海 岸線に人工構造物のない海岸
半自然海岸=海 岸の一部が人工、潮間帯は自然

人工海岸=埋 立等により人工的につくられた海岸

通常大波
の限界線 高潮線
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図1海 岸の定義(環 境庁,1998を もとに作成)
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図2全 国および北海道における海岸構成要素の比較(環 境庁,1998を もとに作成)
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図3自 然公園区域内における地種区分別の海岸構成比較(環 境庁,1998を もとに作成)

され ているようには見 えない。 しか し、 自然海岸

の内訳 を比較 す ると、北海道 は砂浜が26.6%と 自

然海岸の大半 を占め るのに対 し、全国的 には砂浜

は10.5%に 過 ぎ ず、代 わ り に 大 半 を 海 蝕 崖

(26.3%)が 占めていた。 つま り、北海道 の 自然海

岸で は砂浜 が多い ことが特徴 とい える。松 島ほか

(2002)は この理 由 として、北海道の本格 的な開発

が比較的遅 かった こと、沿岸人 口密度 が低 い こと、

をあげてい る。 つ まり、本州の ように古 くか ら沿

岸域 に人々が定住 していたわ けで はないため、 そ

の開発が明治期以降 になって本格化 す るまで、北

海道の砂浜海岸 は自然状態の まま保 たれていた。

そして、戦後 の高度経済成長 を経た後 も、北海道

の沿岸部 には胆振地方や渡島地方 を除けばそれ ほ

ど人口密度は増 えず、 したがって護岸工事等で海

岸線を人工化する必要 もないことから自然海岸が

残されてきたということである。しかし一方で、

日本の自然公園制度において、経済的に利用価値

の高い砂浜海岸の保護は積極的に図られておらず

(図3)、 北海道の自然海岸における砂浜 も将来的

に海岸侵食や開発により消失する危険性を有 して

いる点が指摘 されている(松 島ら,2002)。

ところで、自然海岸の定義は「海岸」(低 潮線 と

通常大浪の限界線の問)が 自然状態であるという

ことを意味しており、その背後の「海岸陸域」(通

常大浪の限界線から内陸側100mの 区域、図1)

の存在は特に意識されていなかった。いわゆる「白

砂青松」のクロマツ林はこの海岸陸域上に植林さ
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れてい る。逆 に考 える と、た とえ海岸陸域が人為

的 に植林 されたクロマ ツ林 であって も、 あるい は

リゾー ト開発等 でホテルの ような人工構造物で 占

拠 されていた として も、「海岸」が 自然状態 であれ
　 　

ば、それは自然海岸の砂浜なのである。違和感を

感じないだろうか?

砂浜海岸にクロマツが本格的に植林されるよう

になったのは、主に江戸時代以降の近世からであ

る。幕藩体制の確立による泰平の世を迎え、増加

した人口をまかなうために沿岸部へ向かって積極

的に新田開発が行なわれるようになった結果、本

来の広葉樹 を主体 とする海岸林 を伐採 し、 より海

岸線に近い砂丘上に砂防林 としてクロマツを植林

したのである(畠山,1998)。 さらに、第二次世界

大戦後の国土の荒廃か らの復興を目指 し、全国の

海岸線に急速に保安林が整備されてきたが、海岸

線近傍まで過剰に保安林を整備した結果、砂浜海

岸が本来有する海岸侵食に対する緩衝帯 としての

機能 を喪失し、保安林を保全するための護岸工に

より自然海岸が消失する一因 ともなっている(宇

多,2004)。 この頃か ら、海岸整備 を行 う際の目標

は 「白砂青松の美しい海岸 をつ くる」こととされ、

全国一律に白砂青松の海岸が誕生した。いつの間

にか、「日本の自然海岸=白 砂青松」 となって し

まったのである。もちろん、保安林 による砂防効

果には一定の成果があり、その存在自体 を否定す

るものではないが、特に戦後に整備された保安林

に関しては人が立ち入 ることが困難なほど密植 さ

れたものが多 く、これらは物理的にも心理的にも

人 と海 とを隔て、「白砂青松」を標榜しながらもそ

の本来 の風情 を備 えていない ものが多 い ことも事

実であ る。砂浜 という もの は山か らの流 出土砂 が

堆積 してで きた物で あるため、 その土地や山の地

質 を反映 してお り、「白砂 」と呼 ばれる砂 は地質が

花 南岩質 で主 に西 日本で見 られ る特徴で ある。つ

ま り、白砂青松 というの は西 日本 で生 まれた風 景

美なのである。関東 な どで は、 関東 ローム層の影

響 でむ しろ 「黒砂」 となる。 ところが、海岸 に対

す る風景感 が白砂青松 に固定 される ことによ り、

白砂 こそが理想 としてわ ざわざ海外か ら白い砂 を

輸 入 して浜 に導入 す る地域 まで 出て くるよ うに

なった。 マツに至 って は、本来 は広葉樹林が優 占

す る環境 であって も、防風 防砂林 としては冬 に落

葉 して は困 るとい う理 由で常緑樹 として植 え られ

た ものであ る。 このようにして、全 国的に白砂青

松 が広がっていったので ある。この風景 を もって、

「我が国古来 の風光明媚 な自然海岸」とい う刷 り込

みが深 く国民 に浸透 している とい う事実 も、 この

自然海岸 の定義 か ら透 けて見 える。

羅 本来の砂浜海岸の姿とは?
それで は、本来 の砂浜海岸 とはどの ような形態

で あったか。実は これ こそが石狩海岸 を語 るうえ

で最 も重要な鍵 とな り、 同時 に最大の特徴 で もあ

る。

砂浜海岸の最 も顕著 な特徴 は、海か ら内陸に向

けて明瞭 な環 境勾配(注9)を有 す る こ とで あ り(図

4)、その環境勾配 に応 じて汀線方向 に平行 に植生

の帯状;構造が見 られ る ことで ある(Brownand

砂 浜

← 海岸→

麟
(潮間帯)

菱浜

海

← 海岸 陸域→
(100m)

岸 砂 ∠牙

砂浜 海岸草原(草 本) 海岸草原(低 木) 海岸林

砂輸送一____
CaC・3一

海塩飛沫』 醜____.__
　　　

有機物 嚇 羅繍

窒素_____二 二===玉 璽垂 垂 翻翻圏團

図4典 型 的 な砂 浜 海 岸 の 空 間 遷 移(BrownandMcLachran,1990を も とに作 成)

注9環 境勾配:生 物の生息する環境が場所的に連続的に変化すること。たとえば、図4の ように海から陸へ気象条件
や地質条件などが連続的に変化すると、それに応じて植生が連続的に変化すること。
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McLachran,1990)。 海側 に位 置す る波打 ち際(潮

間帯)の 前浜や荒天時 に波 をかぶる後浜の ように

自然裸地 であるいわ ゆる砂浜 は、植物 に とっては

最 も環境 が厳 しく、定着す ることが著 しく困難 な

空間である。 しか し、 ある程度 内陸側 に行 くと波

が届かず、ハ マニンニ ク(E砂 窺πs枷 〃s)や コウ

ボウムギ(Cα γ6κ肋ろo〃観gの 等の先駆 的草本類 を

主体 とした植物 群落 の定 着 が見 られ る よ うにな

る。 これ らの植物群落 は乾燥や砂 の移動(特 に堆

積)に 強 く、耐塩性 を有 してい る。植物 が定着す

る と、植物体 が海側 か ら風で運 ばれて くる砂 を捕

捉 し、次第 に丘 の ように盛 り上が った地形 を形成

す る。 これが砂丘 である(図4)。 砂丘 はあ る程度

の高 さにな ると、再 び内陸 に向か って緩 やかに落

ち込 み、海岸草 原 を形成す る。砂丘の背後 に形成

された海岸草原 は、砂丘が風 ・砂の移 動 ・飛沫塩

分 を弱 めて くれ るため、ハ マエ ン ドウ(五 α伽7πs

ブ砂o痂oπs)や ウンラ ン(〃 磁 磁 加o競 α)の よ

うにある程度安定 した環境 を好 む草本類 が見 られ

るよ うになる。 さらに内陸部 に移動す る と、環境

は よ り安 定 し、草 本 に加 えて ハ マ ナ ス(1～osα

γπgosα)や アキグ ミ(EZα6α9朋 ∫襯 ゐ6〃伽)の よ

うな低木 が見 られ る よ うにな る。 また、 ス スキ

(ノレ1ゼs60:η〃zπ∫sゴη(9ηsガs)等の内陸性 の植物 も定着

が見 られ る。 そ して、徐 々 に カ シ ワ(Q鷹 γoπs

漉η鰯 α)の 小木が 出現 し、次第 に森(海 岸林)に

変化 してゆ く(図4)。 この ように、環境の変化 に

応 じて植生の空間的遷移 が見 られ る ことが本来の

砂浜海岸の特徴で ある。 この ような海岸で は、空

か ら見 る と、 これ ら植生 の変化が汀線 と平行 方向

に帯状 に広が ってい る様子(帯 状構造)が 確認 で

きる(写 真3)。

砂浜海岸 は これ まで、比較 的生物多様性が低い

といわれてきたが、確 かに砂浜 だけを見ていれ ば

そ うか もしれ ない。 しか し、 このよ うに後背地の

環境 を含 め一体的 に砂浜海岸 を見 る と、海 ・砂浜 ・

写真3空 から見た石狩海岸。砂浜海岸の帯状構造

がよ くわかる(1978年 石狩市撮影)

草原 ・低木林 ・森林 と空間的に連続した、非常に

多様性に富んだ空間であることがわかる。さらに、

このような空間的多様性 は様々な恩恵をわれわれ

に与 えて くれるのである。これを 「生態系サービ

ス」(あ るいは生態系の公益的機能)と 呼ぶ。砂浜

海岸が有する生態系サービスとは、1)漁 獲量や

砂利採取量等の資源供給に代表 される 「供給サー

ビス」、2)自 然護岸 として海岸侵食の防止や砂浜

の回復、さらには防風・防砂機能に代表される「調

整サービス」、3)海 水浴や自然観察などのレクリ

エーションの場、あるいは観光資源 としての 「文

化サービス」、4)生 物の生息環境を提供する 「基

盤サービス」、が考えられる。海岸は特有の生態系

を維持 ・存続するための基盤を提供 し、同時に人

間の生活環境の安定化 ももた らしている。具体的

には、例 えば北海道の砂浜海岸であれば、砂浜 ・

海岸砂丘 ・海岸林が一体 となり存在することで、

砂浜は緩衝帯 として波による侵食や塩分飛沫によ

る後背地の環境悪化を軽減 し、海岸砂丘 は海浜性

の植物で覆われる事により基盤である砂丘の安定

化や野鳥や昆虫の生息環境を維持する。また、砂

浜が侵食された際には砂を補給するス トックとし

ても機能する。海岸林は背後にある土地を保全 し、

安定 した生活環境 を提供する。 このように海岸草

原は昆虫類や小動物、鳥類にとって重要な生息環

境を提供 しているが、一方でハチやチ ョウといっ

た昆虫類が花粉を運ぶことで受粉し種子を生産す

ることができるなど、繁殖様式を昆虫類 に依存 も

している。また、種子の発芽において も、種皮 を

昆虫類にかじられることで吸水可能(硬 実打破)

となり発芽できるようになったり、植物の生存 も

動物の存在に依存し、互いの存在が重要 となって

いる。 このように、本来的な砂浜海岸は相互の生

態系が関連し合って維持 される基盤 として重要な

役割を有 している(写 真4・5)。

齢 狩海岸をとりまく諸問題
北海道の海岸は砂浜が多 く残されていることが

特徴であったが、さらに重要なことは、 とりわけ

石狩海岸では、砂浜が後背地 との連続性を保持 し

た空間的多様性を有する、本来の砂浜海岸の姿を

保持 している点である。特に、石狩海岸は近隣に

190万 都市である札幌市を有 し、周辺の石狩市や

小樽:市を含めると220万 人規模の周辺人口を抱 え

る海岸であるにも関わらず、このように本来的砂

浜海岸の形態を留めている海岸は全国的に見ても

例がな く、きわめて希少な自然海岸であるといえ

る。なお、海岸草原は環境省の植生自然度(注10)では
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写真4ハ マナス群落の中で営巣するヒバリの巣

(石狩市石狩浜)

写真5海 岸砂丘で営巣するキタキツネ

(石狩市石狩浜)

最 も自然度の高い10と され、カシワを主体 とした

天然林 も9と されている。海岸草原の植生 自然度

が天然林 よりも高いことに驚かれるかもしれない

が、そもそも日本のように温暖で雨量の多い地域

では自然草原が成立 しにくい。す ぐに森林に遷移

してしまうからである。自然草原が成立する条件

は高山帯や海岸地域のように環境が厳 しく貧栄養

で木本が生育できないような限定された環境のみ

なのである。したがって、海岸草原は高山帯の草

原 と同じように希少な自然草原 として評価 されて

いるのである。

このように日本の砂浜海岸の現状 を見 ると、石

狩海岸がいかに貴重な海岸であるかが理解で き

る。繰 り返 しになるが、本来の砂浜海岸の姿を維

持 している海岸は全国で もほ とん ど残っていな

い。特に、札幌のような大都市近郊 に位置 しなが

らも本来の姿で残 されている海岸は石狩海岸以外

に見 当た らない。石狩海岸 は典型的 な砂浜海岸 で

あ るが、 アカウ ミガメが産卵 のため上陸 した り、

絶滅危惧種が多 く見 られ る海岸 ではない。しか し、

かつては 日本中で当た り前 の ように見 るこ とがで

きた石狩海岸の ような砂浜海岸 は、気づ けばその

海岸環境 自体が まるでメダカのように絶滅危惧 と

なっているのであ る。海岸植物 に絶滅危 惧種 が多

い との報告 もあ り(澤 田ほか,2006)、 全国的に こ

の ような環境が希 少 となっている ことがわか る。

石狩海岸 は日本海 に面 する石狩湾中央部 に位置

し、北 は石狩市厚 田区か ら南 は小樽:市銭 函 まで約

25kmの 延長 を有 す る砂浜海岸で、札 幌 に隣接 す

る自然海岸であ る(図5)。 前述の通 り、砂浜 か ら

海岸草原、海 岸林 までが一体 となって残 された砂

浜海岸で あ り、典型 的な北方性海 岸植物群落が見

られ るほか、エ ゾアカヤマア リ(.Foγ痂 侃 翼ss6η一

sゴs)とい うア リの世界最大規模 ともいわれる巨大

コロニーや、世界 で石狩海岸 と津軽 半島の ご く限

られた場所 にのみ生息す る といわれ るキタホウネ

ンェ ビ(P柳 αηosπγπsπo勿伽)と い う淡水性 甲

殻類、石狩海岸 で発見 された といわれ るイ ソコモ

リグモ(L夕oosα 納 伽 γ加 α)と い う砂丘 性のクモ

な どが見 られ、また、海岸砂丘上 には我が国で60

年ぶ りに2例 目として発見 されたアカダマス ッポ

ンダケ をはじめ とする新種 も含 めた様 々なキノコ

類 を見 ることがで きる。

都市近郊 の海岸地帯 は港湾建 設や工業用地 とし

て大規模 に開発 されるのが常であ ったが、石狩海

岸 の場 合、太平洋側 の苫小牧市が これ らの機能 を

石狩湾

園
轟 狩..

小樽市 ●札幌市

o

《〉苫小牧市

旭川

N

020km
一

図5石 狩海岸の位置

注10植 生 自然度:植 生 に対 す る人為 の影 響 の度 合 いに よ り、 日本 の植生 を10段 階 に区分 して評価 す る環境 庁(当 時)

が 定 めた基 準。高山植 物群 落 や極相 林 の よ うに人 手 の加 わ って いな い群 落 が 自然 度10な い し9、 緑 のほ とん どな

い住宅 地や造 成 地が1と され 、 その間 に二 次林 ・人工 林 ・農地 な どが入 る。 植生 自然 度10と9と 評 価 され る自然

植 生 は、 国土 の約2割 を占 め るに過 ぎな い。

8



有 しているため、また近隣に古 くから使われてき

た小樽港 があるため、長い間開発から免れてきた。

しかし、戦後の高度経済成長期末期に海岸中央部

に掘込み式の石狩湾新港が石狩市 と小樽市にまた

がるように建設され、石狩海岸 は石狩市域(通 称

石狩浜)と 小樽市域(通 称銭函海岸)の 二つに分

断されてしまった。その結果、石狩市域の海岸で

は石狩川からの土砂供給のおかげで砂浜が比較的

豊かに残されているが、小樽市域の海岸では漂砂

の供給が絶たれた ことにより侵食が顕著になり、

年々海岸線が後退 している。海岸線には上流 と下

流がある。上流は沿岸流 と呼ばれる海岸線に沿っ

て平行な流れの上手方向を指 し、川の河口か らそ

の流れに沿って川か ら流れてきた土砂が流れてい

く。石狩浜の場合は石狩市 に河口を有する石狩川

がこれに相当する。波に削られた砂浜に川か ら流

れてきた土砂が溜まって砂浜が維持され、侵食 と

供給のバランスがうまくとれた状態が砂浜海岸 と

なる。 しか し、港湾建設で漂砂の連続性が断たれ

た銭函海岸では、第一砂丘が消失して4～5mも

の浜崖 となっている場所 もある。 この地域には大

浜海水浴場 という海水浴場が立地 しているが、

年々減少する砂浜に対 して砂の搬入を9年 にわた

り行っていたが、かさむコス トと対処療法にしか

ならず根本的解決にはならないことか ら中止 さ

れ、現在は海水浴場 を駐車場であった場所まで内

陸側に移して対処 している。 しか し、現在も年間

数メー トル単位で侵食傾向 にあ り、 いずれ は消失

が危惧 され る海岸で ある。前述 のエゾアカヤマ ア

リの巨大 コロニー も、残念なが ら港湾建設 によ り

分断化 されて しまった。

1980年 代 か らはオ フロー ド車 の利 用 が盛 ん に

な り、後浜や砂丘上 を走行 す る車両 に よる海岸植

生や砂丘地形へ の影響 も問題視 される ようになっ

た。空中写真 を もとにした海岸草原 の植生被覆面

積 の変化 をみる と、オ フロー ド車 の利用 によ り植

生帯 が網 の 目のよ うに分断化 され、裸地化 してい

ることが確認 された(図6)。 石狩浜 は利用者が多

く、特 に夏期 の海水浴 シーズ ンには砂浜が非常 に

混雑 して車両 の走行 には不 向 きであ り、 また内陸

側 の海岸砂丘 では灌木性 のハマナスが優 占 してい

るため走行が困難で ある。 これに対 して、ハマニ

ンニ ク等 の草本性の海浜植物 が優 占 している海側

の海岸砂丘 はオ フロー ド車 の走行が容易で、起伏

の激 しい地形が延々 と続 いている ことか ら、特 に

ATV(AllTerrainVehicle:バ ギー車)利 用者

に好 まれるよ うだ。砂丘 は砂地で あるため、本 来、

風等 で容易 に削 られやすい場所 である。 これが植

生 に より風速が和 らげられ、 また根 によ り砂が保

持 され る こ とで丘 の地 形 を保 って い るので あ る

が、車両 の通行 によ り植物群落が破壊 され る と、

砂地が むき出 し とな り、車両 の通行跡 に沿 って裸

地が形成 され る。 この裸地 が風食 によ りえ ぐられ

る ことで、周辺 に残 された植物 の根茎がむ き出 し

1978年の植生境界

道路

1978年

圃 一/

/
1984年/

八

の
N

1992年/ 鴛 1995年

(

□ 植生被覆エリア
1000100200

巨≡璽Ei己iヨ璽 璽≡≡≡≡≡Eiiiiiヨm

図6石 狩浜における海岸草原上の植生被覆面積の経年変化(松 島ほか,2000)
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とな り、周辺植生 を地形 ごと破壊 してい くので あ

る。その結果、風食地が直径数十 メー トル のクレー

ター状 に大 き くえ ぐれて し まうので あ る(写 真

6)。 これ は、砂丘の消失 とともに、砂丘 を生息地

とす る動物や昆虫、つ ま り生態系 の破壊 に他な ら

ない。前述 のイソコモ リグモ(環 境省 の絶滅危惧

II類 に指定 されて いるクモであるが、北海道で は

特 に希少種 に指定 はされていない)は 、砂丘上 に

20cmほ どの深 さの巣穴 を掘 り生活 してい るクモ

であ るが、 そのた めオ フロー ド車 の通行 の影響 を

直接受 ける。海浜上で車両 の通行が顕著 な石川県

で は、その個体数が激減 した ことが報告 されてい

る(徳 本,2004)。

石狩海岸 は、 自然草原(海 岸草原)と 海岸林(天

然林)を 大規模 に有す る自然海岸 である ことか ら、

当然 、保全が図 られ るべ き海岸 と考 え られ るが、

残念 なが ら特 に保護区 には指定 されていない。 そ

のため、 このよ うなレク リエー ション利用や開発

による消失 の危険 に瀕 してい る。海岸法(注11)や自

然公 園法(注12)の改正、生物多様性へ の関心の高 ま

りか ら、制度上 は石狩海 岸の ような環境 の保全 は

可能 となってお り、実際、海岸法 に基づ く石狩湾

沿岸海岸基本計画(北 海 道,2003)で は海岸植物

群落 の保護 に配慮す る旨が明記 されているが、今

の ところ有効 な対策 は とられていない。 これ は石

狩海 岸のみな らず、海岸草原 自体 の貴重性が十分

認識 されていない ことが大 きな問題 である。国土

の4分 の1が 海面下 に位置す るオラ ンダでは、海

岸砂丘が北海 か らの高潮 を防 ぐ重要な 自然堤防 と

写真6ク レーター状にえ ぐれた海岸砂丘。車両走

行の爪痕(2009年 石狩市石狩浜)

写真7絶 滅危惧II類 に指定 されているイソコモ リ

グモ(Lycos∂ 勧1k∂r1∂η∂)は 砂丘上に巣穴

を掘 る(石 狩市石狩浜)

して機能 している ことに着 目し、古 くか ら海岸砂

丘 の保全 に取 り組 んで きた(McHarg,1969)。 日

本 の ように砂浜海岸や海 岸陸域 に護岸 を設置す る

のではな く、砂浜 と背後の海岸砂丘 を自然状態の

まま一体 的に保全 し、海岸砂丘 への立 ち入 りは厳

し く制 限されている。 コンク リー ト護岸 の限界 を

認識 し、 自然 の営 みを正確 に理解 し利用 している

生態系サー ビスの好例 とい えよう。

日本 の砂浜海 岸 は これ まで に述 べ た問題 に加

え、本稿 では触 れなか ったが漂 着ゴ ミの問題等、

実 に多 くの問題 を抱 えてい る。 これ を機 に、我が

国の 自然海岸 の現状、特 に砂浜海岸 の現状 を きち

ん と把握 し、 その保全 について多 くの人々 の関心

を喚起 す る必要 がある。

自然保護 を考 える とき、一般 には絶滅危惧種や

アカウ ミガメの ようなインパ ク トのあ る生物 の保

護 はわか りやすい。 しか し、 これ らの希少生物が

生息で きるの も海岸草原 を含 めた砂 浜海岸 とい う

「基盤」(基 盤 サー ビス)が 残 されていて こそであ

る。市民だ けでな く海岸管理者 も石狩海岸 の希少

性 を認識 し、適切 な保全対策 を早急 に行 うことが

望 まれ る。

羅 おわりに
現在、石狩市が中心 となり石狩海岸に関する諸

問題を話し合うための関係機関で構成される 「石

狩浜環境保全連絡会議」が発足 している。これは

注11海 岸法:1956年 に津 波 ・高潮 ・波 浪等 によ る被 害 か ら海 岸 を防護 す る こ とを目的 に制定 。1999年 に抜 本的 に改 正

され 、「海 岸環境 の整備 と保 全」、 「公 衆 の海 岸 の適 正 な利 用 」を 目的 に追加 し、 その適 用範 囲 もほ ぼ全 て の海岸 線

(約8割)に 拡 張 され た。

注12自 然公 園法:1957年 に、優 れ た 自然 の風 景地 を保 護 す る と ともに、その利 用 の増進 を図 り、国民 の保健 、休養 お

よび教 化 に資 す る こ とを 目的(第1条)と して定 め られた。2009年6月 の改正 で は、 その 目的 に生物 多様 性保 全

が明記 された 。 自然 公 園 は国立公 園 ・国定 公 園 ・都 道府 県立 自然 公 園か らな る。
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まだ、行政機関のみの組織であるが、いずれは市

民団体等 も参加 し、多 くの英知を結集して石狩海

岸の将来について検討 していただきたい ものであ

る。 しかし、残念ながらこの会議は石狩湾新港以

東、つまり石狩市域の石狩海岸(石 狩浜)を 対象

としており、ここにもう一・方の石狩海岸(銭 函海

岸)を 有する小樽市は参加 していない。

今、石狩海岸の小樽市域(銭 函海岸)で は風力発

電施設の建設計画が話題 を呼んでいる(写 真8)。

事業を行 う風力発電会社の話では、石狩海岸は風

況がよく、風力発電に適 しているとのことである。

温暖化が問題視され、新たなエネルギーへの転換

が求められる昨今、(問 題点 も指摘されてはいる

が)風 力発電は太陽光発電 とならんでクリーンエ

ネルギーの代表である。環境問題に対する解決策

として、あるいはCO2削 減の国際公約を果たすた

めの国策 として、風力開発に対する期待は大きい

が、一方で この基…盤となる石狩海岸の自然環境 も

「絶滅危惧」 といっていいほど希少な環境である。

人が手を加えた自然環境は決 して元の状態を保つ

ことは出来ない。特に非常に微妙なバランスの上

に成立 している海岸環境はなおさらである。例 え

ば、海岸砂丘上に人工構造物を設置すると、風の

流れが変化し構造物周辺で砂の移動が頻繁に起 こ

るようになる場合や、あるいは静砂垣等で砂の移

動を抑制すると、今度は内陸性の草本が侵入して

きて海岸植生の種組成が変化 してしまうこともあ

る。新エネルギーのための開発 と自然保護、その

どちらを優先すべきかを判断することは容易な問

題ではない。しかし、我々が現在享受している恩

恵を次世代に残し引き継 ぐこともまた、我々の責

任である(注13)。残された自然地域の開発は、安易に

関係者だけで結論づけるのではなく、広 く意見を

聞いた上で議論 を重ね、慎重に結論を出すことが

必要であろう。本特集が石狩海岸に対する 「風景

写真8風 力開発が計画されている銭函海岸の海岸

草原(小 樽市銭函海岸)

観の再発見」につなが り、海岸環境に対する人々

の関心が少しで も高まることを切に願う。
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